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shingi/toushin/__icsFiles/af ieldf i le/2011 
/02/01/1301878_1_1.pdf（2019/5/19閲覧）
９） この資質・能力については、キャリア教育の視点
で研究が進められており、平成14年に一つのモデ
ル例として「４領域８能力の枠組み」が示された。
　　 国立教育政策研究所生徒指導研究センター「児童
生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について
（調査研究報告書）」p44、2002 
　　 https://www.nier.go.jp/shido/centerhp/20kyaria
siryou/20kyariasiryou.hp/3-01.pdf（2019/5/7閲
覧）
　　 その後、改めて分析が加えられ、平成23年に「分
野や職種にかかわらず、社会的・職業的自立に向
けて必要な基盤となる能力」として「基礎的・汎
用的能力」が示されている。
　　 中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教
育・職業教育の在り方について（答申）」p25-27、
2011
10） 小学校学習指導要領（平成29年度告示）、p23、
2018、総則第4児童の発達の支援（3）
　　 http://www.mext.go.jp/component/a_menu/
education/micro_detail/__icsFiles/afieldfi
le/2019/03/18/1413522_001.pdf（2019/5/19閲覧）
　　 中学校学習指導要領（平成29年度告示）、p25、
2018、総則第4生徒の発達の支援（3）
　　 http://www.mext.go.jp/component/a_menu/
education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile 
/2019/03/18/1413522_002.pdf（2019/5/19閲覧）
11） 平成22年中央教育審議会初等中等教育分科会教育
課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方につ
いて」4．観点別学習状況の評価の在り方につい
ての中で、以下のように記述されている。
　　 新しい学習指導要領においては、思考力・判断
力・表現力等を育成するため、基礎的・基本的な
知識・技能を活用する学習活動を重視するととも
に、論理や思考等の基盤である言語の果たす役割
を踏まえ、言語活動を充実することとしている。
これらの能力を適切に評価し、一層育成していく
ため、各教科の内容等に即して思考・判断したこ
とを、その内容を表現する活動と一体的に評価す
る観点（以下「思考・判断・表現」という。）を
設定することが適当である。
　　 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm
（2019/5/7閲覧）
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カリキュラム・マネジメントによる小中連携の試み－中学生が小学生にプログラミングを教える実践－
資料１　第２学年　技術・家庭科（技術分野）学習指導案
めあて：「小学生プログラミング学習の指導ができるようになろう。」
目標：① 自立型ロボットの走行プログラム及びセンサーによる照明制御プログラムを作成する課
題を必要な資料や集団思考を活用しながら解決することができる。
　　　②作成したプログラムをわかりやすく説明するための改善・修正に取り組んでいる。
学習計画（２限連続）
― 40 ―
畿央大学紀要　第16巻　第１号
資料２　第５学年プログラミング学習（算数科）学習活動の内容
めあて：「コース通りにロボットを動かすプログラムを考えよう。」
目標：①1秒間に動く距離を測定し、動かす距離に必要な時間を計算することができる。
　　　②意図した動きになるように、ロボットに行う指示を考えることができる。
　　　　　　　　　　　　　学習計画
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カリキュラム・マネジメントによる小中連携の試み－中学生が小学生にプログラミングを教える実践－
資料３　小学校６学年プログラミング学習（理科）学習活動の内容
めあて：「プログラムを工夫して電気を節約するためしくみをつくろう。」
目標：①電気を節約するための照明制御のためにプログラムを工夫できる。
　　　②プログラミングの活用が日常生活に役立っていることを実感する。
学習計画
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畿央大学紀要　第16巻　第１号
